
介護に関する講演会

男女共同参画キャリア支援センター H29/3/17(金)介護に関する講演会 P1

内容 配分

1 挨拶 三宅学長

2 開催の目的 高橋保育介護支援部会

3 ①本学の制度 人事課 星 真弓係長

②事例(介護が起きた場合に必要なことなど) MSC看護師 保科 かおり師長

③介護保険サービスの利用など MSCソーシャルワーカー 桑島 規夫係長

10分

30分

30分

4 質疑応答

5 挨拶 伊野副センター長

(合計) 80分

1.開催の目的
H27/11に「仕事と介護の実態調査」学生および教職員約6,000名に対して実施し、

4,308名（72.4％）より回答をいただいた。
介護経験者の介護休暇・休業の利用率は少なく、休日利用や部署によっては管理者のマ

ネジメント(勤務配慮、配置転換）において対応されていることが実態であった。また、人
員不足、業務多忙の理由により、現場からは休暇を取れる状況に無い、管理者からは人員
補充が見込めなければ休暇取得促進に前向きになれない、との意見が多くあげられた。介
護休暇・休業が1日単位での取得となっていることも要因の一つである。このたび、法改
正があり、本学の規程も改正された。
多様な職種、多様な勤務体制をすべて公平に対応することは大変難しいが、格差を少し

でも解消するために、適正な情報提供や環境改善に向けた啓発活動を行い、個々の状況に
応じた支援を行なうことが重要であることから、このたび、介護の講演会を実施すること
とした。

2.開催日時および場所
開催日 平成29年3月17日（金）午後5時30分～午後6時50分
場所 病院本館3階大講堂

3.対象 本学教職員

4.開催内容（進行：高橋部会長）

5.参加者数 71名
教員、診療助手、看護師、医療職（医師、看護師以外）、研究補助員、事務職等
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20代, 8, 13%

30代, 8, 13%

40代, 21, 34%

50代, 21, 34%

60歳以上, 4, 6%

1.年齢

男性, 14, 22%

女性, 47, 76%

未回答, 1, 2%

2.性別
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1.年齢、2性別

教員, 9, 15%

大学院生・診療助手, 

2, 3%

看護職, 22, 35%

ｺﾒﾃﾞｨｶﾙ職(看護職を

除く), 6, 10%

事務職, 17, 27%

その他, 5, 8%

(空白), 1, 2%

3.所属

その他：研究補助員、
秘書

あり, 14, 23%なし, 48, 77%

4.介護の経験

1 1 1

3

6

1 1

3

5

2

4

2

15

3

11

1 1 1

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

1
男
性

2
女
性

1
男
性

2
女
性

2
女
性

1
男
性

2
女
性

1
男
性

2
女
性

1
男
性

2
女
性

1
男
性

2
女
性

1
男
性

2
女
性

(空
白

)

1
男
性

2
女
性

30代 40代 50

代

60代 20代 30代 40代 50代 60代

あり なし

4.介護の経験



P3

自分, 4, 27%

同居の家族, 

10, 67%

その他, 1, 6%

5.主な介助者（4.でありの方）

ほぼ毎日, 9, 60%

週3～4日, 2, 13%

週1日, 2, 13%

月に数日, 1, 7%

半年に数日, 1, 7%

6.頻度（4.でありの方）
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7.開催を何で知ったか(複数回答)

良かった, 

60, 97%

悪かった, 

1, 1%

未回答, 1, 2%

9.日時

良かった, 

61, 98%

悪かった, 1, 2%

10.場所について

寒い

良かった, 

46, 74%

悪かった, 

2, 3%

どちらとも

言えない, 

11, 18%

未回答, 3, 5%

11 1)講演：本学の制度

良かった, 

56, 89%

どちらとも

言えない, 

5, 8%

未回答, 2, 3%

11 2)講演：事例

良かった, 

58, 94%

どちらとも

言えない, 

2, 3%

未回答, 2, 3%

11 3)介護保険サービスの資料など
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参加する, 

61, 98%

未回答, 

1, 2%

12.今後このような講演会があったら

参加しますか

8.参加の動機

1
今後必要になってくると思われるため、知識として得てお
きたかったため。

2
家族の介護が近くに始まると予想される状況であるため来
ました。

3FDだったから。今後のため。
4家族に対象者がいる。
5正しい知識を得る
6介護保険制度について知りたいと思った。(3件)

7
高齢の祖母、両親がいるため、介護に関する情報を入手し
たかった。

8
今後、介護が必要になった時、困らないように、できるだ
け仕事は続けたいので。

9近い将来、母の介護が必要になると考えているため。
10興味があった。知りたいが、勉強する機会が無かった。
11両親の介護をする可能性が高くなってきているため。
12興味があった。(4件)
13知識を深めたかったため
14介護と就労の両立について学ぶため。
15介護制度についての知識不足を感じるから.
16「明日はわが身」のため。
17高齢(70代)の家族がいるため、内容に興味があった。
18患者さんの多くが在宅や今後介護を必要としているため。
19将来のために。介護費用の現状。
20介護の仕組みに興味があった。
21自分が当事者である(親の介護中)。
22家族に介護の可能性が出たため。
23必要に迫られているため。
24将来的なことを考えて、知っておきべきだと思ったから。

25
当院で我々職員が介護が生じた時、利用可能な制度を確認
したかった。

26親が高齢になったため（親子二人暮らしなので）。
27興味があった。仕事に活かしたかった。
28介護について知りたかった。(2件)
29今後の参考のため。
30手続きについて詳しく知りたかった。
31仕事に役立つ。

32
在宅や介護について、きちんとした知識が無く、良い機会
と思い参加させていただきました。

33父親が73歳になる為。
34介護が近い（予定がある）。(4件)

35
自分と介護のため、介護保険と施設対応(マリアンナの仕組
み)について知りたかった。

36今後に役立つ情報があれば知りたいと思ったので。

自由記述

1
本学の制度を利用した人数や、使ってどうだったかなどの意
見を知りたかった。

2退院後の話を詳しく聞きたいです。
3勉強になった。

4
ありがとうございました。今後介護が必要になった際は、よ
ろしくお願いします。

5
11の1)は、制度の読み上げだけだったので、もっと取得例等
が聞きたかったです。その他は大変参考になりました。

6
自分の家族の介護の相談もメディサポにしてよいのでしょう
か？

7
マリアンナ関連病院でも同等の規程ですか？とても勉強にな
りました。

8

とても必要な知識なのに、難しくてよく分からないのが今ま
ででした。何が分からないのかもよく分からない、現状を何
とかしたいと考えています。難しいですね・・・。このよう
な会があれば、ぜひ参加したいと思います。

9是非2回目もお願いします。
10本学の制度が理解できなかった。

11
説明がコンパクトにまとめられ、とてもわかりやすかったで
す。レンタルの具体的な金額など豆知識になります。

12
男女共同参画というと育児に注目されますが、その中で今回
は介護に光を当てていただき、大変感謝しています。

13

個々の値段のご質問があり、良かったです。そこが知りた
かったので。全体像(流れ）が分かりよかったです。個々の
事態ばかりに対応していたので。さらに細かい内容を、次回
お願いしたいです。

14

自分の介護する立場になった時、このような制度があること
すら知らなかった。事務系の方々は取れるようですが、実践
の場では介護休暇を取るのは絶対無理な状態です。この講演
を機に、良い方向へ改善できれば良いと思います。

15大変参考になりました。ありがとうございました。

16会場が寒かった。

17
本学の制度について、わかりませんでした。資料読みにくい
です。

18
とても分かりやすかったです。介護のことを知る事は、介護
する上で必要だと思いました。

19介護の勉強になりました。

20保育介護支援ガイド作成ありがとうございます。

21施設に関する情報をもっと知りたかった。


